２００９年キリスト教一致祈祷週間

２００９年１月１８日


谷先生は今日の説教をするように私に頼みました。２０時分の説教をするようにとの事です。私の説教はいつも短いので、そのような長い説教が出来ないでしょう。それで２つの短い説教をします。最初の説教の題名は「不一致の恵み」で、２つ目は「一致の為に祈りましょう」です。

#1  不一致の恵み


実はこれは今日の祈りと反対です。世界中のキリスト教会の状態を見ますと、私達には一致がありません。ですから、この状態の中で、神様の恵みを探します。イエス様は教会の不一致の状態が分かったので、予言のように、最後の晩餐の時、教会が一つになるように祈りました。ですから今も父なる神様の右の手の所から、イエス様は不一致な状態の私達の為に祈り続けます。


私は生まれつき楽観主義者ですので、次の聖句を本当に信じます。ローマ８：２８「神を愛する者たち、つまり、御計画に従って召された者たちには、万事が益となるように共に働くということを、わたしたちは知っています。」第一テサロニケ５：１６－１８「いつも喜んでいなさい。絶えず祈りなさい。どんなことにも感謝しなさい。これこそ、キリスト・イエスにおいて、神があなたがたに望んでおられることです。」


私達人間には、それぞれ違う好き嫌いがあります。ある人はクラシック音楽が好き、ある人はロックが好きです。礼拝のやり方になりますと、教会によって異なっている音楽のスタイルや礼拝のスタイルがあります。とってもフォーマルな形式 とインフォーマルなものもあります。沖縄ではルーテル教会はひとつだけです。この教会では日曜日の朝の礼拝を二回します。英語と日本語です。　私のアメリカの友達のルーテル教会では、日曜日に２回礼拝します。最初は伝統的な音楽による礼拝で、２回目は現代的な音楽による礼拝です。アメリカの大きな町には、例えばセイント・ルイスには、ルーテル教会の数が１００を超えるでしょう。教会によって、かなり違うスタイルがあります：音楽、教会学校、青年会、婦人会、バスケットボールのチームなどです。大きな教会があれば、小さい教会もあります。ある教会には社会福祉のプログラムがあり、ある所にはクリスチャン・スクールもあります。日曜日の朝ごとに、ある人は自分の教会に行く時、１０件のほかのルーテル教会の前を通ります。このようなバライティーがあると、私たちにとって恵みとなります。礼拝のスタイルや教会の活動が違っても、ルーテル教会でしたら、説教と教えが同じであるので、スタイルが違っても安心です。ですから、新しい町に引っ越しますと、自分に丁度良い教会を探して、その教会の活動会員になります。


この沖縄の島のいろいろな教会には、いろいろのスタイルがあります。ある人は、あちこちの教会を訪ねて、最後に好きな教会のメンバーになります。決める点は、自分の家に近いかどうか、友達がいるかどうかなどです。家族や友達がいれば、そこに決めるでしょう。しかし、その教会が本当のキリスト教会なら、大丈夫でしょう。


宗派と宗派の間には教理の教えが違うと分かります。それで私達を離れるべきでしょうか。私のアメリカの母教会は、「はい」と答えます。その教会、ルーテル教会・ミズリーシノッド教団はとっても保守的（ほしゅてき）な 教会です。違う宗派の教会のメンバーと共に祈ってはいけないと言います。一緒に食事をしても良いですが、一緒に祈ってはいけません。その教団のある人は、自分達だけが天国に行くと思うでしょう。その教会のリーダーは、今日の礼拝に参加しないで、僕のように参加する牧師を非難するでしょう。彼らのクリスチャンの一致に対する考え方が、今日の私達の祈りをする一致と違うのです。


現代の教会の中の不一致の大きな原因の一つとは、人が自分と違う人を憎むからです。人種差別のようです。社会的な地位の差別のようです。例えば、礼拝の中でギターを使うと、真面目に正しく神様を礼拝していないと言う意見がれば、パイプオルガンだけを使えば、古臭い、現代の社会を知らない者だと言う意見もあります。私達の聖書の解釈を受けいれなければ、あなたは異端者だ、また、ただの無知な愚かなものだと言われるでしょうか。このような戦いがあると、教会が一つになるようにという働きは難しくなります。自己中心的な事で愛ではありません。これは罪です。


ですから、イエス様は誠の愛は何であるかを見せなければなりません。彼の十字架上での自己中心的でない愛の業が私達の罪を赦します。私達の自己中心てきな生き方を赦します。彼の死の中で私達は、クリスチャンの一致への誠の道を見ます。イエス様は言われました、ヨハネ１２：３２「わたしは地上から上げられるとき、すべての人を自分のもとへ引き寄せよう。」私達がキリストに引っ張られています。私達を一つにするものは十字架です。キリストによって、自己中心の罪や憎しみが赦されて乗り越えていくことができます。キリストの十字架、その死と復活は、私達をクリスチャンにするので、私達が一人一人違っていても、皆はクリスチャンです。


ですから教会の本当の一致の為に、教会の地上の本部がどこであるかはかまいません。ローマでもイギリスでもアメリカでしても日本でしてもかまいません。私達の頭であるキリストは天国にいます。そして、私達は彼によって一つになります。


私達クリスチャンはそれぞれ違います。違う好みがあります。私達が隣人を愛しますので、聖霊がその人に素晴らしい宝物を下さった事を見て、それを認めます。教会の宝物がいっぱいです、音楽や働きの贈り物などなどです。


私個人には好き嫌いがあります。ジャズの音楽が嫌いですし、３度以上に同じことばを繰り返すプレイズ・ソングをつまらないと思います。しかし同時に分かるのは、礼拝は人々の心からのものです。ですから聖霊は、創造物のいろいろなものを使って、神様の礼拝は世界中でなり響きます。それで教会の中での不一致の為に感謝します。


アーメン。

#2   一致の為に祈りましょう


今日、私達の祈りは、最後の晩餐のイエス様の祈りと同じです。

ヨハネ１７：２０－２３、17:20 また、彼らのためだけでなく、彼らの言葉によってわたしを信じる人々のためにも、お願いします。17:21 父よ、あなたがわたしの内におられ、わたしがあなたの内にいるように、すべての人を一つにしてください。彼らもわたしたちの内にいるようにしてください。そうすれば、世は、あなたがわたしをお遣わしになったことを、信じるようになります。17:22 あなたがくださった栄光を、わたしは彼らに与えました。わたしたちが一つであるように、彼らも一つになるためです。17:23 わたしが彼らの内におり、あなたがわたしの内におられるのは、彼らが完全に一つになるためです。こうして、あなたがわたしをお遣わしになったこと、また、わたしを愛しておられたように、彼らをも愛しておられたことを、世が知るようになります。


今日、私達の祈りは同じです。私達の違い を超える一致を探します。難しいです。祈りが必要です。イエス様の祈りも、私達のお互いの祈りも必要です。しかし、どうしてこの一致が必要でしょうか。どうしてその為にがんばるでしょうか。別の理由がなくても、私達には、イエス・キリストにあって絆（きずな）があるからです。また、伝道の為に一つになります。特別の伝道のプロジェクトやこの社会への証を強くする為です。クリスチャンの愛によって一つになって、隣人に奉仕する事が出来ます。それは、教会の中の隣人も、私達の地域の隣人も、世界中で助けを必要とする隣人に対してです。


今年、韓国の教会は特別な祈りをお願いしました。即ち、朝鮮半島の南のクリスチャンと北のクリスチャンの一致の為の祈りです。その聖句を選びました。エゼキエル３７：１７「それら［の２本の木（板･棒）］を互いに近づけて一本の木としなさい。それらはあなたの手の中で一つとなる。」


この聖書の個所は朝鮮のクリスチャン達に希望を与えます。昔のイスラエルの国と同じように、北と南に別れています。イスラエルの北の国の暗闇のような時代と同じように、現代の北の朝鮮にも、宗教の自由がない、誠の宗派の誠の信仰が禁じられて迫害されています。エゼキエルの見た希望は、神様の業だけにありました。イスラエルを再び一つにするのは、政治的な活動ではなくて、神様の働きです。朝鮮の人々は、南のクリスチャンと北のクリスチャンの一致の為に祈ります。これは、政治的な朝鮮半島の統一（とういつ）だけよりもすぐれているものです。キリストによる一致です。エゼキエルの個所は希望を与えますが、ここで実際に教えるのは、そのような一致がキリストの働きによる事だということです。


エゼキエルは書きました、「37:17 それらを互いに近づけて一本の木としなさい。それらはあなたの手の中で一つとなる。」エゼキエルの考えとは、その２本の木を横に縦列（じゅうれつ）において、釘や縄でつなく事でしょう。しかしキリストによって、その２本の木が十字架の形になります。本当の一致は、十字架の上に見つけるからです。昔からの罪が赦されています。新しい命が与えられています。キリストが甦るからです。この赦しは愛です。この赦しは古い壁、その古い憎しみと不信を取り壊します。


北朝鮮の国の為に、政治的なチェンジーがあればありがたいでしょう。しかし、長い年月の不信頼と恐れがあります。心を本当につなぎましたら、キリストによってしなければなりません。十字架の形によってつなぎます。その十字架の腕が広くのばされて、ふたつの国を抱きしめます。


私の北海道の友達ですが、彼のひいおじいさん達がずっと前に日本に来ました。その時、朝鮮半島の北の方からでした。ですから友達のパスポートは、彼が “North Korean” であると書きます。しかし彼が言うのは自分が北か南の朝鮮人ではなくて、ただの朝鮮人です。ですから今日私達が祈るのは、朝鮮にいる私達のクリスチャンの兄弟姉妹が、キリストにあって一つになる事です。


そして、同じように、私達のすべてのクリスチャンの兄弟姉妹が、キリストにあって本当に一つになるように祈ります。キリストの愛と赦しによって結ばれています。十字架の形につながれている２本の木のようです。キリストの手と足を刺された釘でつながれています。永遠の愛によってつながれています。これは、私達のキリスト教一致祈祷週間の祈りです。


アーメン。

マイケル・ニアフッド牧師
沖縄ルーテル教会

January 18, 2009
Week of Christian Unity


Rev. Tani asked me to preach today.  He asked for a 20 minute sermon.  I always have short sermons and I cannot preach that long, so I will make two sermons today.  The first is entitled “The Blessings of Not Being United.”  The second is entitled “Praying for Unity.”
#1 The Blessings of Not Being United

This is actually the opposite of our prayers today.  And yet, the situation of the Church of Christ in the world today is that we are not united.  And so, I am looking for the blessings of God in this situation.  It seems that Jesus foresaw that the church would not be united since he prayed at the Last Supper that we might be one.  And so we know that even from the Right Hand of God, Jesus is still praying for us in our disunity.

Maybe I am a born optimist, but I really do believe in the following Bible passages.  Romans 8:28. “And we know that in all things God works for the good of those who love him, who have been called according to his purpose.”  (I Thes. 5; 16-18) “Be joyful always;   pray continually; give thanks in all circumstances, for this is God’s will for you in Christ Jesus.”

We are all human beings with different likes and dislikes.  Some people like classical music, some people like hard rock.  When it comes to worship styles, different churches have different music styles or worship styles.  There is the very formal and the very informal.  Here in Okinawa there is only one Lutheran church.  We have two services on Sunday morning, in English and in Japanese.  In my friend’s Lutheran congregation in the U.S. they also have two services on Sunday morning.  One service is traditional music and the second is contemporary music.  In a big city like St. Louis, Missouri, there are about 100 Lutheran congregations.  There is a big difference in the style of music, of Sunday school, youth group, women’s group, basketball team.  There are big churches and small churches.  Some have community programs, some have schools.  On Sunday morning, some people drive past ten Lutheran churches before they get to their church.  This variety is a blessing for some people.  Even though the worship style and activities of the churches are different, people feel that if they are Lutheran then they can be sure of a unity in preaching and teaching.  And so people moving to a new city will visit a number of churches before deciding which church is just right for them to become an active member of.  

I think we can expand that to the various churches on the Island of Okinawa.  There is a big variety in the style of some of the churches.  People will often visit various churches before deciding where to become a member of.  Often they decide on how close it is to home or where their friends are.  Probably they usually make their decision because they have found family or friends there.   But if the church is truly a Christian church, it is probably okay.

I know that between denominations we have doctrinal differences.  Should that keep us apart?  My home church in America says “yes.”  That church, the Lutheran Church—Missouri Synod, is a very conservative church.  They say that Christians of different denominations should not pray together.  We can drink a glass of beer together, that is okay, but we cannot pray together.  I am sure that some of those people think that they will be the only ones in heaven.  The leaders of that church would not attend this church service today and would criticize punish pastors like me who do participate.  Their idea of Christian “unity” is quite different than the one we pray for today.

I think one of the big reasons for the disunity in the Church today is that people hate people who are different than themselves.  It is like racial discrimination.  It is like social discrimination.  If someone uses guitars in worship, then they are not seriously worshiping God properly.  If they someone uses only a pipe organ, then they are old-fashioned and out of touch with the modern world.  If you do not agree with our interpretation of the Bible, then you are a heretic, or maybe just a ignorant fool.  It is this sort of struggle that further frustrates efforts to unite the church.  It is a type of selfishness.  It is not love.  It is sin.

And so Jesus has to show us what true love is.  It was his unselfish act of love on the cross that forgives our sin.  It forgives our selfishness.  In his death we see the true way of Christian unity.  Jesus said, “When I am lifted up I will draw all men to myself.”  (John 12:32).    We are drawn to Christ.  And so it is the cross that unifies us.  In Christ the sin of selfishness and hate is forgiven and overcome.  It is the cross of Christ, his death and resurrection, that makes us Christians, no matter how different we are.

And so the true unity of the church is not where the headquarters of the church on earth is, whether Rome or Canterbury or St. Louis or even in Tokyo.  Our head is Christ who is in heaven, in Him we are one.


We Christians are all different.  We all have different tastes.  In love toward our neighbor, we recognize that and accept the wonderful treasures that the Holy Spirit has given them.  The church has many treasures in music, in various gifts of ministry, etc.  


There are things I like and do not like.  I do not like jazz.  I think praise music that repeats the same thing more than three times is boring.  But at the same time I know that there are people for whom that is worship from their hearts.  And so, in this way the Holy Spirit can use the diversity of his creation for worship that echoes from all over the earth.  For this I thank God for the diversity in the church.


Amen.

#2  Praying for Unity

Today we pray as Jesus did at the Last Supper.  

John 17:20-23 20 “My prayer is not for them alone. I pray also for those who will believe in me through their message, 21 that all of them may be one, Father, just as you are in me and I am in you. May they also be in us so that the world may believe that you have sent me.  22 I have given them the glory that you gave me, that they may be one as we are one:  23 I in them and you in me. May they be brought to complete unity to let the world know that you sent me and have loved them even as you have loved me.” 

Our prayer today is the same.  We are searching for a unity that surpasses all our differences.  It is not easy.  It requires prayer.   It requires the prayer of Jesus, and it requires the prayer of all of us together.  But why do we need this unity?  Why bother?  If for no other reason, it is because there is a common bond that we have in Jesus Christ.  We can unite for evangelism, for special evangelism projects, for making a stronger witness to our society.  We can unite in Christians love to serve our neighbors, both those in the church and those in our community and those throughout the world that need our help.  

This year the Church in Korea has asked us to make a special prayer.  It is a prayer for the unity of Korean Christians in North and South Korea.  They have given us this Bible passage.  Ezekiel 37:17   17 Join them together into one stick so that they will become one in your hand.
(Ezekiel 37:15-28)  15 The word of the LORD came to me:  16 “Son of man, take a stick of wood and write on it, ‘Belonging to Judah and the Israelites associated with him.’ Then take another stick of wood, and write on it, ‘Ephraim’s stick, belonging to Joseph and all the house of Israel associated with him.’  17 Join them together into one stick so that they will become one in your hand. 
18 “When your countrymen ask you, ‘Won’t you tell us what you mean by this?’  19 say to them, ‘This is what the Sovereign LORD says: I am going to take the stick of Joseph—which is in Ephraim’s hand—and of the Israelite tribes associated with him, and join it to Judah’s stick, making them a single stick of wood, and they will become one in my hand.’  20 Hold before their eyes the sticks you have written on  21 and say to them, ‘This is what the Sovereign LORD says: I will take the Israelites out of the nations where they have gone. I will gather them from all around and bring them back into their own land.  22 I will make them one nation in the land, on the mountains of Israel. There will be one king over all of them and they will never again be two nations or be divided into two kingdoms.  23 They will no longer defile themselves with their idols and vile images or with any of their offenses, for I will save them from all their sinful backsliding, and I will cleanse them. They will be my people, and I will be their God. 

24 ”‘My servant David will be king over them, and they will all have one shepherd. They will follow my laws and be careful to keep my decrees.  25 They will live in the land I gave to my servant Jacob, the land where your fathers lived. They and their children and their children’s children will live there forever, and David my servant will be their prince forever.  26 I will make a covenant of peace with them; it will be an everlasting covenant. I will establish them and increase their numbers, and I will put my sanctuary among them forever.  27 My dwelling place will be with them; I will be their God, and they will be my people.  28 Then the nations will know that I the LORD make Israel holy, when my sanctuary is among them forever.’” 

This is a Bible passage that gives hope to the Christians of Korea.  They are divided like Israel of old, north and south.  In the dark days of the Northern Kingdom of Israel, like in modern North Korea, there was no religious freedom, the true religion, the true faith was forbidden and persecuted.  Ezekiel saw hope only in the action of God.  It was not the political action that would bring Israel together, but the action of God.  The people of Korea are seeking the unity of Christians in the South and Christians in the North.  This is something that is greater than just a political unification of the Peninsula.  It is unification in Christ.  The passage from Ezekiel gives hope, but it also gives the reality that any unification must come through the working of Christ.


Ezekiel wrote “Join them together into one stick so that they will become one in your hand.”  Ezekiel probably imagined that the sticks would be tied together or nailed together in parallel.  But in Christ, the sticks are joined to form a cross.  It is on the cross that true unity is to be found.  It is because old sin is forgiven.  It is because new life is given.  It is because Christ is arisen.  This forgiveness is love.  This forgiveness breaks down the old barriers of hate and mistrust.

For Korea, a political change would be nice.  But for years of mistrust and fear to be broken down, for hearts to really be united, it will take the binding done by Christ.  They must be bound together in the shape of a cross.  The arms of the cross stretching out to embrace them.


I have a friend in Hokkaido.  His grandparents came to Japan a long time ago from a city in the northern part of the Korean Peninsula, and so my friend’s passport listed him as “North Korean.”  But he told me, “I am not North or South Korean, I am Korean.”   And so today we pray for and with our Christian brothers and sisters in Korea that they might find unity in Christ.


And likewise, we pray for the true unity of all our Christian brothers and sisters.  We pray that we might be bound together through the love and forgiveness of Christ.  Like two sticks, bound in the shape of a cross.  Bound with the nails that pierced our Lord’s hands and feet.  Bound with eternal love.  This is the prayer we have for the Week of Christian Unity.

Amen.

Michael Nearhood, Pastor
Okinawa Lutheran Church
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